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男児 女児 男児 女児 男児 女児
N 24 25 24 23 23 26 
平均月齢 45.1 46.2 56.8 57.5 68.9 68.6 
































及び学年と性別による分散分析の結果 (N= 145) 
3歳児 4歳児 5歳児
男児 女児 男児 女児 有意な効果男児 女児 (p<.05) 
N=24 N=25 N=24 N=23 N=23 N=26 
1. 遊びや生活の中で自 1.17 1.36 2.52 2.70 3.91 3.62 学年 (3< 4 < 5)F(2,138)=156.19 発的な姿がみられる .38 .49 .67 .70 .90 .90 
2. 遊びや生活において
1.04 1.08 2.39 2.52 3.65 4.08 性別（男児く女児） F(1, 138)=5.23 最後までやりとげよう
.20 .28 .50 .51 .78 .63 学年 (3< 4 < 5)F(2, 138)=357.64 とする姿がみられる
3. 遊びなどで集中して 1.25 1.16 2.57 2.78 4.00 3.85 学年 (3< 4 < 5)F(2, 138)=321.84 取り組む .44 .37 .51 .60 .67 .54 
4. 物事を明る＜楽観的 1.13 1.16 2.7 2.61 3.65 3.62 学年 (3< 4 < 5)F(2,138)=177.93 に捉える .34 .37 .64 .58 .83 .94 
5. 友達と一緒に協力す 1.00 1.00 2.3 2.57 3.7 3.81 学年 (3< 4 < 5}F(2, 138)=360. 75 ることができる .00 .00 .47 .59 .77 .63 
6. 大人に目われたこと 1.04 1.08 2.78 2.83 3.96 3.88 学年 (3< 4 < 5)F(2,138)=282.35 を素直に受け入れる .20 .28 .60 .39 .88 .86 
7. 友達の気持ちに共感 1.00 1.00 2.48 2.65 3.57 3.65 学年 (3< 4 < 5)F(2,138)=287.37 することができる .00 .00 .67 .49 .84 .63 
学（男年リ x性別
2.26 2.39 3.22 3.81 児で3< 4 < 5,F(2, 138) =8314.9.837) ) 8. 友達と折り合いをつ 1.00 1.00 （女児で3< 4 < 5,F(2,138)= けることができる .00 .00 .54 .58 .95 .75 (5歳児で男児く女児．
F(1,138)=12.26) 
9. 思ったことを首葉で
1.00 1.12 2.39 2.57 3.65 3.n 学年 (3< 4 < 5)F(2, 138)=260.35 友達に伝えることがで .00 .33 .50 .59 .89 .71 きる
10. 必要なときにはが 1.00 1.12 2.43 2.7 3.74 4.12 性別（男児く女児） F(1, 138)-6.83 
まんすることができる .00 .33 .59 .64 .81 .71 学年 (3< 4 < 5)F(2, 138)=300.12 
1.08 1.44 2.35 2.65 3.57 3.88 性別（男児く女児） F(1, 138)-8.44 11. 生活力がある
.28 .51 .65 .72 .90 .82 学年 (3< 4 < 5)F(2,138)=163.17 
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5歳児 (N=49) 4歳 (N=47)
数的推論 言語 数的推論 言語
1. 遊びや生活の中で自発的な姿がみられる .18 .46** -.32* -.14 
2. 遊びや生活において最後までやりとげようとする姿がみられる .23 .08 -.23 -.07 
3. 遊びなどで謡中して取り組む .18 .13 -.21 -.1 
4. 物事を明る＜楽観的に捉える .19 .28 -.05 .02 
5. 友達と一緒に協力することができる .16 .15 -.18 .24 
6. 大人に言われたことを素直に受け入れる -.06 -.10 -.25 .12 
7. 友達の気持ちに共感することができる .01 .1 -.20 .26 
8. 友達と折り合いをつけることができる .17 .01 -.18 .15 
9. 思ったことを酋葉で友達に伝えることができる .24 .51●● -.08 .10 
10. 必要なときにはがまんすることができる .17 .03 -.40** -.01 
11. 生活力がある .29* .17 -.32* -.10 
*: p<.01, *: p<.05 
3 3歳児については、非認知能力の評定尺度項目において分散がほとんどないため、相関係数は算出



















































































































40% 60% 80% 100% 
Dかなりあてはまる 日ややあてはまる 口どちらともいえない ●あまりあてはまらない 口まったくあてはまらない
Figurel 家庭での親のかかわりのJ)'[JIへの11符の内,V{(N=145) 
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Table7 非認知評定尺度の得点家庭での親のかかわりの得点との学年別相関係数
家庭での親のかかわり







1. 遊びや生活の中で自発的な姿がみられる .19 -.26 -.ao・ -.08 -.05 -.05 .02 
2. 遊びや生活において汲後までやりとげようとする姿
.12 -.08 -.30* -.23 -.16 -.01 -.11 がみられる
3. 遊びなどで謡中して取り組む -.03 -.07 -.24 -.18 -.1 .02 .06 
4. 物事を明る＜楽観的に捉える .29* -.31・ -.21 .04 -.01 -.03 .04 
5. 友達と一緒に協力することができる .13 -.21 -.14 .14 .16 -.06 -.08 
6. 大人に言われたことを素直に受け入れる .17 -.03 -.07 -.01 -.03 -.15 -.07 
7. 友だちの気持ちに共感することができる .02 -.15 -.15 -.04 .06 .05 -.03 
＾ i児、-
8. 友達と折り合いをつけることができる .12 -.13 -.24 -.01 .06 -.01 -.05 
9. 思ったことを甘葉で友だちに伝えることができる .10 .03 -.21 -.20 -.21 -.08 -.04 
10. 必要なときにはがまんすることができる -.03 -.10 -.23 -.15 -.05 -.13 -.18 
11. 生活力がある .15 -.16 •. 43•• -.23 -.21 -.05 -.09 
1. 遊びや生活の中で自発的な姿がみられる -.01 .16 .37* .06 .04 .08 .1 
2. 遊びや生活において呈後までやりとげようとする姿
.07 .18 .11 .26 .00 .21 -.05 がみられる
3. 遊びなどで集中して取り組む .09 .16 .17 .22 .1 .21 .30・ 
4. 物事を明る＜楽観的に捉える -.14 .16 .27 .07 -.14 -.24 -.02 
5. 友達と一緒に協力することができる -.07 .12 .16 .19 .02 .05 -.03 
6. 大人に言われたことを素直に受け入れる .15 .10 .22 .22 .3・ .08 .11 
7. 友だちの気持ちに共感することができる -.14 .12 .18 .05 .00 .03 .05 
＾ ~ -児 8. 友達と折り合いをつけることができる -.09 .16 .29 .17 -.06 -.03 -.02 9. 思ったことを言葉で友だちに伝えることができる -.05 .21 .39●● .06 -.15 .06 .08 
10. 必要なときにはがまんすることができる .06 -.04 .20 .08 .02 .00 -.12 
11. 生活力がある -.04 .06 .26 .18 -.03 -.09 .17 
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